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論 文 内 容 の 要 旨
この論文はスチレンを中心とする2 , 3 のモノマーの放射線カチオン重合について研究した結果をまと
めたもので6章より成っている｡
第 1 章は緒言であって, この方面の従来の研究結果を総括した後にこの研究の目的を述べている｡
次に第2章ではスチレンの低温カチオン重合の開始種について詳細な知見を得ようとして, 溶剤の効果
やスチレン, イソブテン共重合について調べその結果を触媒イオン重合と対比して考察を試みている｡
まず第1節ではスチレンの低温 (-78oC)放射線カチオン重合が 二硫化炭素, 臭化エチル, あるいは
モノフルオロトリクロロメタンを溶剤とする場合にも起ることを認め, 従って開始イオン種は溶剤の放射






















第5節ではナトリウム ･ カリウム合金による脱水法を, さらに焼成した酸化バ リウムによる脱水法にか
えて厳密にモノマーを精製する方法について詳しく研究した｡ 放射線重合速度はモノマーの精製を厳密に
するにつれてさらに増加し, それとともに線量率依存性 (Rp～In,Rp;重合速度,∫:線量率) における
nの値は1.0という値から減少し最小の値として0.62にまで低下することを知った｡ このことは停止機構が



























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
この論文はスチレンなどの放射線カチオン重合について研究した結果をまとめたもので, 得られた重要
な研究結果を簡単に総括すると次のように成る｡
(1) スチレンの低温放射線カチオン重合の開始種はスチレン. カチオン. ラジカルであり, その生成
の G一倍は 0.1-0.2のオーダーにある｡ これは種々の文献に報告されている放射線によるフリーイオン
生成の G一値と一致する｡




共に速度の線量率依存性 (Rp～In:Rp: 重合速度,Ⅰ:線量率) の nの値が1.Cから0.5に近づくことを
認めた｡ このことは 停止機構が 不純物による停止 (n - 1.0)から電荷の再結合による2分子停止 (n -
0.5)に移ることを意味している｡
(4)動力学的解析によって得られる成長速度定数の値は106-108 1.mol~1sec.-1であった｡
(5) 無水系のイソブテンについてもスチレンの場合とほぼ同様の結果が得られた｡ すなわち重合温度
-780からOoC までの問で放射線重合速度はほとんど変らないことを認めた｡
(6) トリオキサンや3,3ビスクロロメチルオキセタンをここに用いた方法で注意して脱水すると液相
でも放射線カチオン重合がおこることを認めた｡ β- プロピオラクトンやジケテンなどでは容易には放射
線液相重合が認められなかった｡
(7)放射線カチオン重合についてパルス状の照射を行ない, 成長活性種の平均寿命を求めイソブチル
ビニルエーテルで約0.2sec.の値が得られた｡
(8)スチレンの放射線重合の中間体をしらべるためにパルスラジオリシスを行ない波長 5460Aに過
渡的吸収のあることを知った｡
これを要するにこの論文は主としてスチレンについて極度に脱水する手段を応用することによって従来
低温でしか認められていなかった放射線カチオン重合が室温以上の高温でもおこり得ることを見出し, そ
の反応機構について立入って研究したものであって, 工業上はもとより学術上も貢献するところがすくな
くない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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